
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

自分の考えを発表する機会では、資料や文
章、話の組立てなどを工夫して発表するよう指
導したことにより、国語Ａの２領域、Ｂの２領域
で全国を上回ったと考えられる。
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64
平　 均
正答率

算数B

53

理科

63

算数A国語A 国語B

○

73 58

国語Aでは、「話すこと・聞くこと」「読むこ
と」、Ｂでは、「書くこと」「読むこと」で全国を
上回っている。

算数Ｂでは、「図形」「数量関係」で全国を上
回っている。

理科では、「エネルギー」「地球」で全国を上
回っている。

○

○

■南富良野町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：２校、児童数：15人）

○ 家で、学校の授業の予習・復習をするなど家庭
での学習習慣の定着が図られたことにより、国
語Aの２領域、Ｂの２領域、算数Ｂの２領域、理
科の２領域で全国を上回ったと考えられる。

【児童質問紙調査】

「家で、学校の授業の予習・復習をしている」
と回答した児童の割合が、全国及び全道を
上回っている。

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

「自分の考えを発表する機会では、資料や
文章、話の組立てなどを工夫して発表してい
た」と回答した児童の割合が、全国を上回っ
ている。

○

○ 全ての教科において、全国を上回っている。

◎ タブレット等のＩＣＴ機器の活用による実践研究の促進
◎

土曜授業等を生かした習熟の程度に応じた指導などによるきめ細かな指導の充実
長期休業中の朝活授業「南プ塾」の実施などによる基礎学力の定着を図る取組の推進

学校質問紙
○

全ての学校が、「指導計画の作成に当たっ
ては、各教科等の教育内容を相互の関係で
捉え、組織的に配列している」と回答してい
る。

全ての学校が、「調査対象学年の児童に対
する算数の指導として、前年度までに、計算
問題などの反復練習をする授業を行った」と
回答している。

【南富良野町の学力向上策】

指導計画の作成に当たっては、各教科等の教
育内容を相互の関係で捉え、組織的に配列し
たことにより、全ての教科で全国を上回ったと
考えられる。

○

◎

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

36

◎ 家庭学習に計画的に取り組み、家庭での生活・学習習慣の確立を図る取組の推進
◎

○ 校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等
を校内に設け、校内研修の実施計画を整備す
るなど組織的、継続的な研修を行ったことによ
り授業改善が図られ、国語Ａの１領域、国語Ｂ
の１領域、理科の１領域で全国を上回ったと考
えられる。

生徒一人一人に対応するため、T・Tを継続し学習意欲の向上を図る取組の推進
放課後や長期休業中に補充学習を実施するなど基礎学力の定着を図る取組の推進

学校質問紙 ○

◎

○ 生徒の姿や地域の現状等に関する調査や
各種データ等に基づき、教育課程を編成し、
実施し、評価して改善を図った。

■南富良野町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：１校、生徒数：22人）

○ 自分の考えを発表する機会では、資料や文
章、話の組立てなどを工夫して発表するよう指
導したことにより、国語Ｂの１領域で全国及び
全道を上回ったと考えられる。

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

○

国語A 国語B 数学A

72 60

理科

64

○ 理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考
察できるよう指導を工夫したことにより、理科の
１領域で全国を上回ったと考えられる。

校長のリーダーシップのもと、研修リーダー
等を校内に設け、校内研修の実施計画を整
備するなど、組織的・継続的な研修を行っ
た。

【南富良野町の学力向上策】

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

【学校質問紙調査】

「理科の授業で、観察や実験の結果をもと
に考察している」と回答した生徒の割合が、
全国及び全道を上回っている。

○

○

理科では、「生物」で全国及び全道を上回っ
ている。
「自分の考えを発表する機会では、資料や
文章、話の組立てなどを工夫して発表して
いる」と回答した生徒の割合が、全国を上
回っている。

52

平　 均
正答率

○ 国語Ａでは、「読むこと」、Bでは、「話すこと・
聞くこと」で全国及び全道を上回っている。

全ての教科で全国を下回ったが、国語Ａ・Ｂ
では全国との差は縮まっている。
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よくしている どちらかといえば、よくしている あまりしていない

100.0

72.2

63.0

26.1

35.1

1.5

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南富良野町

全道

全国

校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等を校内に設け、校内

研修の実施計画を整備するなど、組織的・継続的な研修を行った

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない

54.5 
36.3 31.7 

27.3 
39.5 40.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

南富良野町 全道 全国

理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察し

ている

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

27.3 
15.3 16.6 

31.8 
36.9 37.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

南富良野町 全道 全国

自分の考えを発表する機会では、資料や文章、話

の組立てなどを工夫して発表している

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

国語Ｂ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

数学Ａ（数と式）

数学Ａ（図形）

数学Ａ（関数）

数学Ａ（資料の活用）

数学Ｂ（数と式）

数学Ｂ（図形）

数学Ｂ（関数）

数学Ｂ（資料の活用）

理科（物理的領域）

理科（化学的領域）

理科（生物的領域）

理科（地学的領域）

南富良野町内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

- 295 -


